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 本研究は、これまでに応募者らが開発した⼿法により作成し
た⾦属微粒⼦シートに細胞を培養し、プラズモン共鳴効果を利
⽤して細胞との接着界⾯をダイナミックにライブ観察するとい
う新しいイメージング法の開拓と、その細胞の病理診断への応
⽤を⽬指すものである。 

本研究により、接着界⾯における分⼦ダイナミクスの⾼解像
度・⾼コントラスト観察が可能となることが期待できる。また、
シートを改良することにより、多様な構造の界⾯での細胞接着
界⾯観察へと研究を展開し、⽣体組織内に近い環境での細胞の
機械的特性を分⼦レベルで理解する道を拓くことが期待でき
る。 

  


